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をつくり、…日光に対する要求度は高いv J (矢頭， 1964， pp.129-134)加えて、木材とし
ての性質をみると、「材の木理はほぼ通直、心材は模黄褐色、辺材は槙黄白色で心材と辺
材の境界はやや不分明、心材はとくに水中での保存性が良〈、土木用に賞用される.建築・

















































































































































すなわち、 『甲地松カッチマツ 青森県/御堂松 ミドウマツ 岩手県/
東山松 トウザンマツ 岩手県/ 白旗松 シラハタマツ 山形県/
樟島松 ツシママツ 福島県/ 露上松 キリウエマツ 畏野県(高地性)/
諏訪轟松 スワノモリマツ 山梨県/大山松 ダイセンマツ 鳥取県/
滑松ナメラマツ 山口県/大道松オオドウマツ 高知県/
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全国 近値 中国 四国 九州
マツ 9.5 ( 9.I) 0.7 ( 4.7) 1.6 (20.0) 0.4 ( 3.8) 1.5 ( 8，0 
スギ 62.5 (59.5) 9，4 (62，6) 4.4 (55.0) 6.9 (65.7) 12，8 (69.6) 
ヒノキ 1日.9 (18.9) 4.8 (32，0) 2.0 (25.0) 3.1 (29.5) 3，7 (20.1) 
その他N 11.8 (11.3) + + + + 
小計 103.7 (98.8) 14.9 (99.3) 8.0 ( 100) 10.4 (99.0) 18.0 (97.8) 
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区 分 昭和37:4手 昭和44年
a 材 用 17.5" 49.2" 
J苛 }tI プ用 8.5 27.6 
合 毎 周 85.2 宮2.4
坑 木 用
電 桂 用 2.5 13.5 































昭和初 40 45 印 55 印年 初 3s 40 45 50 55 回年
鳥取県 島極県

































































聞拘Ja 40 .015 初 防 印年次














昭和担お ω . ・dc30 35 40 同 55 4S 





















































































































飽敵 人 工 更 新 天 館 更 Ii 
年次 島敏 針
• 
樹 広葉樹 ..敵 天館下種 萌芽
{昭和) 総数 Eギ tJ. 71叩仰l'{岨 飽倣雌.雌鵬首旭蹄
25 13，086 3，349 2，997 1，586 670 362 363 18 441 9，剖8 899 588 179 133 8，749 
26 15，906 4，502 3，757 2，119 625 396 595 24 745 1，404 1，003 4帥 l剖 312 10，401 
目 14，433 3，792 3，468 1，969 529 414 4臼 28 324 10，倒o1，178 774 79 326 9，462 
28 14，456 4，665 4，330 2，606 654 604 432 35 335 9，791 1，386 830 55 501 8，405 
29 15，445 6，321 5，994 3，578 921 927 535 41 328 9，124 1，256 626 140 490 7，868 
30 14，825 7，134 6，853 4，087 1，286 858 561 61 281 7，691 1，216 610 308 298 6，475 
31 15，004 7，214 6.921 3，823 1，14 909 1.029 46 293 7.790 1，228 812 71 345 6，562 
32 17.271 7，剖67，4903，6341，169 1，724 882 81 156 9，625 1，209 834 59 316 8，416 
3 16，330 8，227 8，064 3，611 1，362 2，214 836 41 163 8，103 823 422 153 248 7.280 
34 15，420 8，727 8，630 3，653 1，252 3，019 540 1臼 97 6，693 715 520 6 189 5，978 
35 14，993 8.906 8，853 3.625 1.286 2，自白 903 85 53 6.087 658 403 19 236 5，429 





年次 総数 針 業 樹 広葉樹
{昭和} 総敵 マツ スギヒノキ そのf也
25 1，183 100 1.106 93 725 61 329 28 40 3 12 1 76 6 
26 1，522 100 1.437 94 1，016 67 373 25 45 3 3 0 85 6 
27 1，038 100 982 95 669 64 238 23 31 3 45 4 56 5 
28 1，274 100 1，202 94 878 69 271 21 48 4 5 0 72 6 
29 1.184 100 1，115 94 866 73 216 18 31 3 2 0 69 6 
30 1.172 100 1，095 93 833 71 220 19 39 3 3 0 77 7 
31 1，136 100 1，047 92 788 69 212 19 42 4 5 0 89 8 
32 1.188 100 1，061 89 796 67 214 18 45 4 6 1 127 11 
3 975 100 833 85 611 62 174 18 38 4 10 1 142 15 
34 1，013 100 750 74 日453 162 16 40 4 4 0 263 26 
35 986 100 687 70 487 49 152 15 40 4 8 1 299 3D 







































































































































































































































































































































の 0.1%から 2.2%の範囲にあり、鳥取地区の 2.2%を除いては1%以下であり、平均で




















































(c/b'100) (d!c'100) (a!c'lOO) (a/c'100) 












































































































































































































3.0 0.5 57 33 21，648 37，699 114，027 1，133 
E科)各県事事業関係資軒より作成






















































金 園 29.9 70.1 1.4 4.7 1.1 4.7 1.2 57.0 
中園地方 7.1 92.9 2.3 1.3 2.4 5.7 1.6 79.6 
鳥取県 12.3 87.7 3.3 2.4 3.3 2.5 3.6 72.5 
島観県 6.3 自3.7 3.9 1.2 2.7 3.4 0.2 82.2 










































0.1-1ha 1-5ha 5-10ha 10・20ha20・30ha3G-SOha 5G-I00ha 100haJ!脇同報酬章
全 国 56.0 32.5 6.2 3.2 1.0 0.6 0.3 0.1 78.3 21.7 
中園地方 50.7 38.0 8.3 4.0 1.0 0.5 0.2 0.1 83.5 16.5 
鳥取県 47.2 41.2 7.9 3.7 0.9 0.5 0.2 0.1 90.4 11.3 
島犠県 38.7 41.5 11.1 5.7 1.6 0.9 0.4 0.1 84.1 15.9 
















計 スギ ヒノキ マツ その他 計 針義樹 広灘樹
E実量](ha) 
国有椋 20.110 7.085 7.052 5.220 753 9，795 1.622 8，173 
民有林 144.臼6 63.587 17，5担問.184 352 327.397 43，492 283.905 
合計 1剖，756 70，672 24，575 68，404 1.087 337，192 45，114 292.078 
E構庇比](~)
固有林 (100) (35) (35) (26) ( 4) [100] [17] [83] 
民有体 (100) (44) (12) (44) ( 0) [100] [13] 臼7]







































































































ないもの)/ 立木価格-850万円/ XO.50=425.0万円パルプ会社/ XO.45=3 




























































































圏直針葉樹 圏直広鶏樹 外 材
辺 材 IV 材 辺 材 JV 材
ヒノキ ネズコ レッドウッド.シタン
非常に大 ヒ，.( ヒノキ ローズウッド、コクタン
ヒ，.< チー ク
ヒメコマツ
ネズコ カラマツ サクラ キハダ ベイスギ
スギ マテパシイ クスノキ 〆ミイヒ




アカマツ アカヱゾマツ キハダ クヌギ、 ペイマツ、ユ一方り
カラマツ アカマツ クヌギ サワグルミ シベりアカラマツ.アトピン




アカエゾマツ イイギリ イイギリ ベイツガ
エゾマツ イヌプナ イヌプナ レッドオーク





















































































































松江市 島根単島田万l!1!I 益田苦 日原町構口町
100 100 100 100 100 100 
マツ合計 65.0 80.0 70.0 62.3 100 25.0 
小径材(パルプ用} (10.0) (24.0) {僅少) ( 9.5) (25.0) ( 7.5) 
小中径輔{担 百周) (10.0) (25.0) (14.0) (15.8) 05.0) (12.5) 
中目材(ー艦建聾用) (35.0) (30.0) (14.0) (21.2) (50.0) ( 3.8) 
尺上羽(建聾・銘木用) ( 5.0) ( 1.0) (42.0) (15.8) 00.0) ( 1.2) 
スギ 20.0 20.0 
、ヒノキ 10.0 
スギ・ヒノキ小径材
{パルプ 35.0 17.3 75.0 
など 守7 ?'8G-IO 守? 守'0h 自
60・70軸 t醐 "f.t4o-5峠60-7時生 6時生
素材生産業者の性格 用材型'轟林組合掴材業兼禦轟林組合 f型地盤 チバ国軍
















































































































































する場合、地棟まで使う場合、という 3類型がある.これを槙式化すると:/ (イー 1) 






















































スギ ヒノキ マツ ベイマツベイツガエゾマツ ラワン 他 合計
E実材寝]
携遭輔 .0194nl .01l6nf .0130nl .0262nl .0138nl .0096nl .0002nl .0293nl .1231nl 
下地材 .0113 .0005 .0029 .0002 .0028 .0043 .0002 .0041 .0263 
適作材 .0055 .0026 .0023 .0031 .0015 .0017 .0075 .0085 .0327 
仕上初 .0009 .0002 .0001 .0004 .0008 .0024 
計 .0372 .0148 .0182 .0294 .0182 .0157 .0083 .0427 .1845 
I標成脆]
揖適材 16" 9" 11" 21 " 11" 8" 1" 24" 100" 
下地材 43 2 11 1 11 16 1 16 100 
造作錯 17 a 7 自 5 5 23 26 100 
仕上材 38 s 4 17 33 100 
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3. 4. 3 その他の用材的利用
上で述べたもの以外のマツ材の用途に、木毛、蒲鉾板、割箸、卒塔襲、経木.木工品、
薪民がある.これらについて、その概要をみてみよう o (以下は、とくに配さない限り‘








































年度 アカマツ・エゾマツ・モミ・ その他 広灘樹 合計
クロマツ トドマツ ツガ 針葉樹
昭和21年 38.7 52.6 3.3 2.9 2.5 100 
22 46.4 44.9 2.1 4.5 2.1 100 
23 50.0 39.8 2.1 5.5 2.1 100 
24 47.4 41.2 2.3 4.8 4.3 100 





針ヨ直樹 広講樹 チ ツ プ
年次 エゾマツ・アカマツ・スギ・モミ・その他 針 プナ その他計 針.樹広灘絹針 〈ず材
トドマツ クロマツヒノキツガ
昭和26年 1，169 2，046 自5 85 12 3，407 72 97 169 g 
28 1，240 4，280 84 131 46 5，781 210 112 322 20 
30 1，160 4，989 76 209 30 6，473 376 426 802 15 






34 1，641 4.466 68 311 168 6，660 612 1，067 2，578 一 1.466 10，702 
36 1，801 3，284 25 114 241 5，4自4 509 4，062 4.571 2，417 1.4833，900 114 14，149 
38 1，727 2，197 a 80 129 4.131 620 4，131 4，752 3，455 2，880 6，335 59 15，287 
























表. 3-4-3 パルプ原木消費量の推移(単位:lOOOnf) 
内 M 原単位
.数 針葉樹 広葉樹 チップ・くず不明 (al) 
昭和25年 3255 2541 172 1 541 4.14 
30年 7544 6652 875 16 3.86 
35年 12721 5653 3927 3441 3.47 
40年 16849 3643 4577 8627 3.26 
45年 27901 2551 4574 20775 
50年 28787 1654 1597 25536 
55年 34258 1648 764 31846 










































往角ヒノキ、スギ、マツ 米ツガ.スブルース 集属材 韓量型圃
ケヤキ 米ヒ、米ヒパ.台ヒ








建具スギ、ヒノキ.モミ ラワン‘スブルース 合額、閉片板‘ スチー ル・ドア・サyシ.
ノープル、米ヒ、米スギハード・ボード アルミ・ドア・サッシ
床板スギ，マツ、ヒノキ アピトシ、ラワン、 モザイク・パケット、 石系‘タイル孫、ピエール孫、
台ヒ、米マツ 合板、積層合板、 リノリウム、ゴム
ハードボード
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年次 工揖敵 合計 針葉樹 広葉樹 工栂残材林地残材 原木
針 I~ 針広 針広. 
昭和同年 65 395(100) 67 (17) 286 (83) 22 27 6 17 39 284 
58 58 375(100) 76(19) 303(81) 22 14 6 54 283 





















































北海道 678 678 (28) 
東北 ・ 150 150 ( 6)
出関東 3 3 ( 0)
荷中餌 ・ o 0 0 ( 0) 
地近. ・ 1 ( 0)
城中国 ー 167 240 407 (17) 
四国 29 38 肝(3) 
九州 ーー 131，039 1，052 (4) 
合計 678 187 210 1，317 2，388(100) 





































マツ ヒノキ ナラ プナ ケヤキ タリ 他
実数
昭和26年 449 21 2 
27 402 31 9 
28 350 10 ・ 15
傭成比
昭和26年 (65.S) (3.0) (0.1) (0.3) 
27 (59.6)( 4.6) (・) (1.3) 
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39 33 75 
53 42 l10 
56 62 74 
53 83 109 
26 41 111 
227 261 479 
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?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ，









































圏直結 圏直材 外材 外材 合計
のみ 50.以上 50.以上 のみ
〈実撤〉
鳥取県 76 47 60 13 196 
島鰻県 116 118 34 8 276 
岡山県 167 49 36 26 278 
広島県 163 54 82 89 388 
山口県 61 72 93 23 24日
中園地方 583 340 305 159 1，387 
全国 7.605 3，896 4，765 2.259 18，825 
く編成比〉
鳥取県 39 24 31 7 100 
島根県 42 43 12 3 100 
岡山県 60 18 13 8 100 
広島県 42 14 21 23 100 
山口県 24 29 37 g 100 
中園地方 42 25 22 11 100 














膏 材 入 荷 量 (単位:100m) a 輔 lエ揖
計 国 盛 材 外 材 工揖数 当り消費 外相率
小計針薫樹広葉樹 小計 ラワン 米材北洋材 その他 量(ol/年)
島取県
昭和40年 4，086 3，219 2，822 37自 867 自3 34 705 35 326 1，250 21 
50 5，032 1，787 1，568 219 3.245 316 1，144 1.726 59 769 1，870 64 
60 3，619 1，666 1，549 117 1，953 83 709 1，080 81 196 1.841 54 
島4良県
昭和40年 4.628 4.369 3.665 696 267 56 101 99 11 525 882 6 
50 5，921 2，839 2，677 162 3，082 553 1，293 426 810 391 1，514 52 
58 4.379 2，779 2，708 68 1，603 331 824 156 292 324 1，352 37 
山口県
昭和40年 6，040 4，350 4，230 120 1，690 510 710 20 45 354 1，706 28 
50 6，自20 1，860 1，770 目。 5.060 840 2，680 300 1，240 299 2，314 73 
60 5，670 1，780 1，770 10 3，890 550 2，950 10 380 249 2，277 69 
岡山県
昭和40年 7.350 5，520 5，250 270 1.830 370 1，310 20 130 391 1，880 25 
50 8，700 4.140 4.080 60 4，560 760 3，410 70 320 373 2.332 52 
60 8，060 4，740 4，720 20 3，320 230 301 30 50 278 2，899 41 
広島県
昭和40年 17，110 7，900 7，210 690 9，210 1，940 280 4，380 2.610 694 2，465 54 
50 21.7自o 3，240 2，970 270 18.550 3，110 9，310 530 5，780 479 4.549 85 
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ェー敵出荷量 建，雇用 材 土木建木箱・仕家具建造鉛 その他
合計 計 極顕挽割鑑撹角掴霞用材組援用材具用材用材
{工揖) (千ul) ('j(，) (%) ('j(，) ('j， ) ('j， ) ('j， ) ('j(，) ('j(，) ('j， ) 
島取県 196 256 85 22 31 32 s 5 2 a 4 
島犠県 276 286 75 15 23 37 3 18 2 。
岡山県 278 608 88 18 23 48 1 s 2 。
広島県 388 1，412 76 13 22 40 1 12 7 2 2 
山口県 249 400 自由 12 19 37 7 22 。 l 
中園地方 1，387 2，962 78 15 23 40 3 13 4 1 l 













































































創業以前の 嫌寮の 規 4糞 主な艇材品目
地区 業者名 企業形態 事案内容 有無と 動力敵塙E胡H労働者数売上額 とその原料
{創業) 白容 (ltv) (JJf) (人) (百万円}
建集用揖造材、造作詞[松江地区]KY木材 掠式会社市内の4製材業 なし 228 4，800 14 400 
(S 53) 者が合併した (地マツ‘米マツ.スギ・ヒ}
TA木材 有限会社電柱丸太、屋 なし 80 2，820 g 250 建鎮用構造材‘造作材
(S 26) 極領等の生直 (地マツ、米マツ.スギ・ヒ}
TU材木 有限会社素材生産、控 なし 60 2，400 10 180 建築用構造材‘造作材
(S 3) 文材の貫挽加工 (地マツ、米マツ)
YA産業 有限会社素材生産、製 なし 66 1，800 9 120 建集周稽造材‘造作詞
(TI0) 材、木材商 {地マツ、米マツ、スギ・ヒ}
TK木材 有限会社素材生産、製 素材 108 1，530 19 ? 140 建集用材一般‘造作材
(S 23) 材加工 生産 (地マツ、スギーヒノキ}
[樟山・ A担作所 稼式会社素材生産.担材素材 。 5，100 10 95 盟函・パレット.建築用材
B山地区] (S 29) 抗木・電柱横架木 建聾 {地マツ)
H担材所 也同組合素材生産 米般・ ? 10，800 29 360 建援用構造材、酒箱
(S 5) 融料商 (地マツ)
s製羽所 糠式会社素材生産‘担 なし 400以上 10，000 28 600 建築用徳造材
(S 29) 材、木材商 {地マツ)
[益園地区】 MY製材 有限会社素材生重 なし 150 9，000 16 500 建鑑用構造材‘造作詞
(S 29) (地マツ、米マツ)
OU木工 棟式会社建具・家具盟通 なし ? 2，000 12 92 パレット用材
(S 44) (地マツ、米マツ)
MK製材 様式会社素材生麗・製材 なし ? 5，560 14 300 建集周傭造材.造作材
(837) (地マツ‘米マツ}
8Y木材 ? 製材・木材商 なし ? 2，640 5 ? 建集用徳造材、遺作詞
(524) (地マツ‘米マツ‘スギ・ヒ}
YA産業練式会社 素材生産 素材 。12，000 20 。梱包用材
(第l工樋) (832) 住宅 (米ツガ)
YA産業 1 ， ， ? 8，000 。 ? 建集用構造詞‘造作材
(第2工場) (532) {地マツ、米マツ、米ツガ}






























(nl) 素材生産地E地域~丙他地域 車外 lその他i
I松江地区]KY木材 4，800 。 自0 10(米子} 2.160 288 96 2，256 
(年に1-2回)(不藍〕 {不藍) (45) ( 6) ( 2) (47) 
TA木材 2，820 。 100 902 197 85 1.833 
{不宣】 (32) ( 7) ( 3) (65) 
TU材木 2，400 。 80 10(出舞) 10(米子) 1，440 僅少 僅少 960 
{年に1・2固)(不置) {不宣) (不置) (60) (40) 
YA産業 1，800 。 100 900 110 70 720 
(年に1・2囲)(不賓) (50) ( 6) ( 4) (40) 
TK木材 1，530 100 980 280 135 135 
【不変) {剖) {18) ( 9) {自)
[樟山・ A担作所 5，100 10 90(米子・ 僅少(素材 5，100
島山地区1 {械少) 訟江・益田}難者から) (100) 
H製材所 10，800 1凶(帥・軒・ 10，800 
肱・雌・刷・肺)(増加) (100) s.材所 10，000 15(軸・脚。 85(景子・首・凪・艦・醐・ 10，000 僅少
{械少) 融.;:1.書)(漕加} (100) 
[益園地区1MY担材 9，000 60 20(嗣・帥・掴・臨}20(個-E 7，650 1.350 
{不藍) (増加) (棋少) (85) (15) 
OU木工 2，000 100 1，920 80 
(不置) (96) ( 4) 
MK寝坊 5，560 80 20(醐・肺・醐) 僅少 3，890 1，670 
{不藍) (不直} (不直) (70) (30) 
SY木材 2，倒。 95 5(浜田} 2，100 140 140 260 
(不置) (不置〉 (80) ( 5) ( 5) (10) 
YA産業 12，000 12，000 
(庫lエ揖) (100) 
YA藍禦 8，000 10? 70 10'1 (掴・掴・岡本:)1師(圃・聞.() 2.000 280 120 3，500 
(第Z工揖} (紺盛開制) (不置) (不宣】 {不直) (25) (3.5) (1.5) (70) 



































工品目の開始時期 マツ スギ ヒノキ 外材
蛮化と品目 その他
KY木材建繁用構造材S53から、 構造周平角破風板など角木'.樫刊・輯t.折7')抽 100 
(不変) 住類・仮想 (4.中目丸太)(4・中目以上)(3-4・中目)(4o-SOc園田村) (大工・工商)
TA木綿 :H;(-I院・凪(S37頃から構造周平角野地板など柱，樫・回縁 刊'1柑，抽 95 
4醐幅制.)柑柱類・板顛 (4・中目丸太)(4・中目以上)(3・1lI.4.中目位 (17'l，1;;71)(虹・工船D
TU材木跡・臨ト刊(肺S48頃から構造用平角 ー ー 刊・量柑・.ot.a 100 
副). 醐醐 Z特・紺岨~r(4.中目丸太制 w・工薗)
YA産業睡醐-1" S 39頃から刊・跡・臨由 僅少 値少 刊'1附・~・脂 100 
同肝両'1畑山;)，f・ta.量措作 (4圃中u.上拙量71，前村.;'1;，) (虹・工面)
TK木材腫酎-1" ? 刊・齢・館関・柱・板類など住，権・因縁 刊・量附・柑，油 田 10 
+パhト・闘崎脚色紺菌作 幽(刷るも町) (榊納骨) 印刷.4・中脱)(量マツ.1l問)(江・I盤的(虹・I薗)
A型作所離鮒・跡・肺→ S48頃から踊'n~1ト掴( 15(闘的 ー 85(匝・川ト)
踊・バレヲト・翻首聞・圃'1柑(劃・ 7'l~イ肘白 (紅・工臨) 恒柑開明}
H担割所建築用情適材なし 醐開価証 ー 一 一 ? '?(岡崎~n?(姐・凪)22(醐瞳釦
(不度 (4.中目虹拙(虹・工面)(紅・工踊)は工・IB) (回酪}
S題材所建築用構造材なし 剛刊 ー 一 一 60 40(蜘・組制・踊・蹄
{不変) (4・抑止枯(虹・工師) (制I蜘也帽姐~Ü
MYIl材別刷→輔自 S42頃から事翻刊.~~角 ー 一 刊'1開・4咽，士自 50(阻・掴駐・阻・聞)50((・佃} ー
(蜘附』柑) ;)，(・ tJ~樹 (4圏中日臥姑初，抑制 〔虹・工劃 (虹・工酎)
OU木工相・眠→凱・バ1， 僅少書醐平岡'M角.a・ ー ー 刊'1柑・柑 89(担制).11(U，) ー
ト・幽・醐同 四l(刷柑最7')) は工・工置・舗.Jfl，ト闘)
MK.材幅肝両.t，~角.a S55噴から髄E刊・紳角 一 一 鞘・量醐・，j.II 100 ー
(不直) ;)，(. tJ格材 (4・中u.上 姑肘1) は工・工腫〕
SY木材醐刊・紳介a ? 棚刊・も特 性・板額 往 刊・酬・柑 100 
(不変;)，f.tJキ樹 (4・中u.上拙) (中目丸太) (柱適寸 (1;01) 紅・工臨)
YA産業拙耐〈ニュー トマツ)-17ローリ河な 一 一 一 梱包用材 ?(阻古)
(第1工場)(1ピトン)噌樹(量7幻 し (米ツガ)園田釣
YA産業瑚材・耐.. ? 臨刊・も刊 僅少 憧少 刊・酬・柑，描 ? 
(第2工場}醐-1 ;)，f.tJ梢 (4・判此肱(軍71.目前 {虹・工船
YA産業向1-1 なしバレFトE担額 一 一 勧.f;，*-V 
(第3工場)川何r.f;，*-!i (・0 ・1!'7'l ~~W) (庄墾豊i
販売先地媛(%(金額))と主体










































































[地区] 創黛以前の 量産療の 規 槙 樹制政事聞と比車00
難者名 企業摺躍 事寮内容 有無と 年間原木 労働力 売上割 マツ ス ヒノキ 瞳rt覇地} (倉~.o 内容 取扱量{d) 人{組) {百万円)江地区1
TK木相 有限会社 素材生産+ 担材エー 2，000 10(2) 140 1，400 400 2凶
(松江市) (523) 動力製材 (醐噌醐目} 明批耐時世) (70) (20) (10) 
松江市 蘇林組合 1，142 10?(2} ? 557 585 
時林組合 (鬼1劃副) (49) (51) 
HI木材 個人経営 薪鹿取扱+ なし 7，500 35(7) 450? 4，500 僅少 値少 3.的。
{540} 素材生産 {B的 (40} 
皇国地区]
8A商会 有限会社 チップ材生産チップ加工 13，260 30(5) 169 2，7国 置少 僅少 10，495 
{日原町) (549) +チップ加工 {鮒H'，プ惜1) (甜~t，1崎'1) (21) (79) 
OK木材 合資会社 マッチyプチクプ加工 18，500 16(3) 349 4，500 14，000 
(益田市} (536) 生産 {鮒th1崎，) (鋼H，1崎昔) (24) (76) 
}{R木材 個人経営 素材生車 なし 8，500 13(2) 85 4.250 1. 275 (x.f.tl弘H柑o2.975 
(益田市} (821) (50) (15) (35) 
田万川町 梅林組合 6，490 13(2) ? 2，336 584 3，570 





















































TKオ司書 2，冊。 1.965 35 20 ? 120・130 7.2的 600 
(J伺} (98) ( 2) {伐・出込み)
訟江市 1，142 557 585 6 ? ? ? ? ? 
高枠組合 (100) (49) (51) 
HI木材 2，脚 1.700(脚・僻)2.900(胤)6，000 1，5叩 13 1.5-2.0 500-600 5.400-7.200 1.∞。
t益田地区1
(39} {23) {39) (80) {20) {倍・出込み}
SA商会 1，050 2.210(阻1)2.765 10.4田 12 5.0・10.。 曲。-900 3.600 5，400 ? 
(回} (17) (21) (79) 
OK木材 12，詰3 2，056 4.l1H削船 4，500 14，0凶 B 5.0-6.0 2，0帥 7，500・7，6001，4伺
(町} (11) . (22) (24) (76) {伐・出込み)
KR木輔 3，035 2，023 1.012(阻釦 3，倒5 2，125 12 ? 国0-600 2，730 5，070 1，6帥
(50) (33) (17) (65) (お〉
田万川町 6，490 2，920 3，570 38 0.5-1.0 150-200 3，090 2，900 1.500 


















































35議官& 書誼 溝口町 日現 六日市町田亙川町 益田市 調佐町 団組E田万川町目松江市担材兼業 t- チッ aE 争・ t- +ー +- 用封 a毎回←
相手方所有者 私有林 国有林 私有林 私有称 私有林 私有林私有林叫高) 私有林私有林也事}私有体 私有林
入札・相対 相対 入札 相対 相対 相対 相対 相対 相対 相対 受託生産買取生産
立地条差 聾鰻1段 。 架蝕2段架線2段架.1段製雌2段架線1段架.2段架線2睦架.2瞳
者祖国1什 120 1.250 1，000 1，610 834 218 2，500 150 2，8ω 740 757 
(ol.%)マツ 制(70) 400(32) 600(60) 420(25) 83(10) 56(20) 1.415(59) 回(65) 1丹(出}戸12(83) 414(55) 
スギ 了36(30) 400(32) 78(0) 
ヒノキ 若干 26( 3) 
健 若干{閥的 450(36) 400(40) 1，250(75) 151(90) 222(80) 1.025(41) 52(35) 980(35) 128(17) 自由ru!
E生入量価格{万円) ? ? 400 150 45 660 130 ? 慣積額 430 
費(万円) ? ? 1，400 650 200 2，000 280 ? 1，210) 570 
E売価格{万円) ? ? 2，300 1.100 400 2.800 520 ? 1.300 1.340 F期間{月世} 2・3 4-5 4-5 s 3 z 4 3 。 4 4 
置の良否 良 普通 良 普通ー良パルプ用材マツ材は 不良 不良 ? 普通ー 良 良
が主体 且賓輔
マックイの有無 10" 10-15" 10" 世少 5" 30" 60" ? 5" 50" 
鍵.SE考性 〈J 
岨J.ll帽E岨) 咽渇E岨}
良 普通 息 良 良 置 良 普通 ? 普通・良 普通・良
平均的 マツは10年 マツは80- マツ80年生奥山‘量出ご〈ー盤スギ・ヒは

































































































県内 移 出 針 県内 移入 計 工喝敏馬力敵消費量
仕向中園地方その他 から県外外材 (馬力)
鳥取 360 44 257 661 360 120 1 492 474 8243 322 
(臼) ( 7) (38) (100) [73] [25]【2] [100] [65] 
島恨 537 153 479 1170 537 111 40 688 715 11163 397 
(46) (13) (40) (100) [78] 【16] [6] [100] 【58]
岡山 485 42 270 797 485 59 5 549 785 12224 488 
(60) ( 5) (34) (00) [88J [ll] [1] [100J [89J 
広島 833 167 537 1537 833 287 16 1136 1246 19434 850 
(臼) (11) (35) (00) [73] [25] [1] [100] [75] 
山口 747 150 同0 1438 747 430 7 1184 726 12435 487 
(52) (10) (38) (100) [63] [36] 【1 [100] 【41]
資料}林業統計要覧.1957より





















































































L鳥取県]石谷体業智頭原木市喝智頭町 S43 練 単式 素材・属品
鳥取木材市場 鳥取市 541 練 単式 素材・盟晶
県海連鳥取共販所 鳥取市 536 県蘇連 単式 素材
倉吉木材市場 倉吉市 S37 棟 単式 素材
米子木材市楊 米子市 S34 糠 単式 素材・担晶
[島被県]松江木材相互市場 怯江市 539 練 単式 表制".晶
八束木材共同組合 松江市 535 協組 単式 素材・贋品
出虫木付市喝 出雲市 S36 保 単式 索t.1l晶
県獅連木次事業所 木次町 S44 県蘇連 単式 素材
大田木材市揖 大田市 536 協組 単式 素材・厩晶
浜田木材市場 浜田市 537 棟 単式 素材'1品
益田原木市渇 益田市 537 棟 単式 素材'1晶
県婦連益田事業所 益田市 536 県鎌連 単式 素柑
[岡山県]岡山木材市場 岡山市 S25 練 橿式 費財・観品
岡山木材相E市喝 岡山市 530 検 組式 燕材..晶
県森連岡山共販所 岡山市 530 県蘇連 単式 素材・回晶
勝山木材市喝 野山町 528 練 単式 講将'1晶
県婦連勝山共版所 勝山町 542 県議連 単式 禽材
真庭木材市売 久世町 535 練 単式 素材
県蘇連樟山共阪所 樟山市 54l 県議連 単式 素材
1t山総合木材市栂 樟山市 550 練 単式 業持.Il品
県海連斬見共販所 新見市 543 県疎遠 単式 棄特
[広島県1福山木材センター 神辺町 533 練 単式 鋼材.1晶
福山中央木材市燭 楢山市 531 棟 単式 素材
県婦連福山支所 神辺町 533 県蘇連 単式 素材
広島木材市揖 広島市 526 機 単式 索M'1l晶
中国木材市場 広島市 530 練 単式 素材・顕晶
県議連三次支所 三次市 537 ~轟連 単式 素材
[山口県】岩田木材市栂 岩田市 530 続 単式 素材
山商木材市樋 岩国市 529 練 単式 素材
県森遺岩国共販所 岩国市 540 県蘇違 単式 素材
県森遺檀山共販所 徳山市 537 県蘇連 単式 素材
防府木材市樋 防府市 531 検 単式 素材
下関木精市場 下関市 S29 棟 単式 素材
県轟連福栄共販所 福栄村 537 県議連 単式 素材
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22 32 11，560 5，074 2，568 3，650 計合






























市 栂 名 所在地創業取量品目市売形.--~手間取掻取揖材積扇 面車Z震 直聾金額司 事者積の樹種別比率("} マツのうちマックイ輔の
年度 (控1) 材積(at) 最近の直化金額(値円)最近の賓化 マツ スギ ヒノキ 偶 マックイ材量涯の.~t;
の比率
? ? ? ? ? …
?
?????????
















































































































































































周辺地域県内他地城 県外 周辺地域 県内 近田原 近慢・四国思材集者チップ票者パレット・割害事者その他転売軍宥 傭宥

























































































































































































































































































































































































































































































































集荷していた，つい 年度 材積マツ比事金額 単価 材積マツ比率金額 単価
(m') (~) (百万円)(円/rrf) (ば) (~) (百万円)(円/rrI)
で、西伯郡(岸本町、 50 16，000 守 。 9 40，000 9 q ? 
55 28，100 80 816 29，000 44，900 58 1，649 36，700 
西伯町、大山町、会 56 30，500 80 766 25，100 44，200 60 1，300 29，400 
57 31，300 80 725 23，200 52，800 63 1，459 27，600 
見町)が30-40%を占 58 31，400 80 734 23，400 60，500 65 1，537 25，400 
59 25，100 70 632 25，200 52，400 63 1， 226 23，400 
め、残りは米子市か 60 24，500 70 574 24，300 48，300 60 1，125 23，300 

























年度 材積マツ比率金額 単価 材置マツ比率金額 単価
(rl) ('j(，) (百万円)(円/rrl) (rl) ('j(，) (百万円)(円/rrI)
53 18，500 ワ 727 39，400 9 9 ? ? 
制 20.300 ? 902 44.500 ? ? ? ? 
55 26.200 75 1，000 38，200 24.600 78 989 40，200 
56 27，300 70 自18 33，600 26，900 82 1，065 39，600 
57 29，200 65 929 31，800 31，600 76 1，076 34，000 
58 32，600 72 950 29.000 28，500 80 816 28，600 
59 34，900 70 倒1 27，000 27，200 76 715 26，300 
60 30，700 76 812 26.400 27，200 7 701 25.800 











































年度 材積マツ比車金額 単価 材積マツ比率金額 単価
(ば('Xo)(百万円)(円jrd) (m') ('Xo) (百万円)(円jrd)
55 35，200 ? 1，250 35，500 21，200 60 702 33，100 
56 36，000 q 1，090 30，300 20，200 60 591 29，300 
57 40，000 q 1，176 29，400 22，000 60 606 27，500 
58 38，500 ワ 1，039 27，000 19，800 65 522 26，400 
59 38，400 ワ 1，010 26，300 24，800 65 625 25，200 
60 43，000 ワ 1，030 24，000 26，100 70 658 24，600 









































集者名 所在地 出材量(rrl) 現樋
• 場HI木材構口町 8，089 島極単島から鳥取県 市喝の全取担量の15')(，を出荷.創
酉伯gまでの広域 業は50年慣、マツタイムシを契蝿
に規績拡大.敏寄木多い.
FU木材江府町 1.225 西伯郡中心 マツ材中心
HR木材 日野町 1.985 ， ' 
MA木材岸本町 1.222 岸本町周辺 被害木は少ないがマツ間倶材多い.
大山町議事事組合 自由自 大山町内 被害木は少ない.
HA木材名和町 855 酉伯郁中心 ほとんどが被害木
ED材木 ， 605 ' NA木材米子市 651 米子市周辺
ME木材赤碕町 697 .，両町周辺
S 1木制大山町 336 大山町周辺
N木材 ， 364 s 神山を伐撮、共同出荷
























集者名 所在地 備 考
HA木制 島視県頓原町 ~江市内(佐陀Lλ京都内で生産している.市栂の年間
取銀量の10%以上.マツ良質材中心.




KA木材 島橿県緯江市 ' ， 



















出材地雄 金額 鎗取担金額に 鋪 要
{出材業者の所在地) (100万円} 対する比車(，，)
飽‘郡・安来市 173 26.9 概して良質材
鳥取県 116 18.4 日野・江府・赤碕・名和・大山町の周辺
{日野榔・西伯郁) から.大山山富の材は節聞が短い.
松江市 91 14.3 島担単島周辺はアカ.クロ単々.
宍道湖倒が良野.
圃舷郡布施村 81 12.6 70"までスギ人工林(80年生未調}
材置は良くない.
λJ1(o 65 10.2 島観2群島周辺または玉渇町から央遭
町.λ震村は楓少傾向.
大JlU 27 4.2 大東町中心.
広島県 22 3.6 半敵以上は転売集者.中園・回目・九
州の市喝材が対象.
飯右郡・仁多田 14 2.3 掛合(園部林量1).その他.生産地は
いずれも地元の山.
簸川郡・出富市・平田市 30 4.7 島根半島周辺から.
山口県 7 1.1 転売難者.~・益田市ーの闘入材.
岡山県 3 0.5 転殉.宥




難者名 所在地 金額 摘 要
(100万円)
SA木材 圃舷邸布施村 79 スギ{一般材)、マツ(良質材)
KA木材 島楓県安来市 45 マツ70"以上、銘木級が多い.λ東邸内で生直.
HI木材 鳥取県構ロ町 39 最大手の集者.マツ60~以上、スギ‘ヒノキも
多い.大山町から島根半島にかけて生産.
FU木材 島損県訟江市 34 マツ申心.生直地は浜住陀から秋血{島担半島
南側).2-3年前まで1位だったが、マツ貴国植少
のためランク轄ち.
FJ木材 ， 育園村 33 怯E営林署管内の官討中心.マツ60"、次いで
ヒノキが多い.
OD木骨 鳥取県日野町 16 生産地は日野郡.マツは少なく.スギ・ヒノキで
70CJE，以上を占める.
1 S木材 島領県安楽市 13 生産地は飽麓郁・λE医師・仁多概.マツ中心.
KR木材 島取県米子市 12 生産地は島榎・島取県境周辺.マツ中心.
SS木材 島根県大東町 12 生産地は大原郡・λ束郡{鯛野).マツ・スギ・ヒノ
キ同量極度.良質材多いため単価が高い.























業者名 所在地 相積 金額 摘 要
(nl) (万円)
0木材 益田市 2，315 4，630 大径材多い.最大手で、 5ケ所
租度の現揖で同時生産.
OT木材 須佐町 1，61日 3，170 大径材中心.
YA商会 田万川町 1，745 3，627 大径材多い.田万川町と日原町
に事漉所在もち、広域で生産.
UM商盾 益田市 950 1，787 
T蘇林組合 田万川町 861 2，213 大径材多い.
SZ木羽 ， 988 2，098 ， 
NI木材 日原町 878 2，334 ， 
MO木材 匹見町 760 1，882 
MI木材 益田市 942 1，718 
KU木材 ' 1，422 3，663 大量材多い.
HA木材 三隅町 896 1，892 
T議林組合 戸河内町 211 693 良質・大径材中心.量的には僅か.
































































































集者名 .種 所在地 廊入材積 • 
場
(11) 
UE.材 -o製材岡山県'山町 2，952 大径~小径の建範用材、被害木も陣入
Y木材市樋木材市4・" 矢掛町 2，450 銘木願、一般材、被害木、杭丸太などあらゆるものを膚入する.
SUI題材所ー血盟材 ' 樟山市 1，434 比較的良質材、恒度の被害木を対象.
TA.材所 ， ' ， 1，4001 ' ， SA住宅 チップ 鳥取県米子市 2，637 チップ用、被害木も鴎入.
NA鰻箸 割箸 岡山県成羽町 1.23自 磐用丸太
MU工.一組盟材 ， 樟山市 1，528 70-80"まで被害木、鰻画、パレット
用材.最近.地元マツ資劃国少のため
スギ・ヒノキ担材業に転換しつつある.






















ST工業 島領県宍道町一般製材 建集用材、構造用(直径30~40c・，畏さ 3~6.)などを
中心に鴎入する. {鉄工所殻寮}
OK木輔 ， 島綾町 ， 建鏡用材、構造用(直極30-40c.，長さ 3~6・)など
KY木材 ， 佳江市 ， ， ， 
Y木材市樋岡山県矢掛町木材市樋 箸材、チップ材(四国道り周)を中心に何でも
SU.材 ， 島山町一雌製材 建築用輔、マツ平角用が中心..品市栂に出荷す
るため. (建築.強豪}
A梨木 ， 集甘村銀函 パレット、額面用材{原木価格は013.000までで‘
長、径と間わず.程度の観客木も用いる.) 
FU.材 島根県広掴町一館副詞 一般建蝿周輔が中心.
TA.輔 岡山県'山町 ， 建鎖周材.マツ平角周が中心.
























{買方の所在地) (100万円) (%) 
要
松江市 149 24 一般建鎖材'題材.パルプ集者
鳥取県{米子市・境糟市)130 21 ， ， 
飽鶴邸・安来市 87 14 ， 
岡山県 81 13 Y木材市樋、パルプ集者
λ東邸 60 10 一般建雛材製材
大原邸・飯石郁・仁多概 41 6 ， 
簸川邸・出富市・平田市 40 E ， 
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業者名 材置(rJ) 金額(1000円〕 単価{円) 摘 要
K木材 104 5，610 53，900 ヒノキ →九州
F木轄 148 10，590 71，600 スギ →九州
o木材 435 10，560 24，300 スギ・ヒノキ→九州
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棄 材 生 直 費
区 分 .融 立木代 直 揖 費 間檀.
.量 労 賀 物 晶 費 温材費
低木造材集材消耗輔軒費慣却費
ス ギ 100.0." 76.8" 23.2" 5.4" 8.5" 1.3" 0.8誕 4.7" 2.5" 
ヒ ノ キ 100.0 83.2 16.8 3.9 5.7 1.0 0.6 3.4 2.2 
マ ツ 100.0 66.0 34.0 8.4 12.6 1.8 1.3 7.1 2.& 
































3，600 5.4∞ 1，000 
*7，500-7，600 1，400 
2，730 5，070 1，600 
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値 書 杭 組
もし健全木 ヤエが出な〈 白太郎分に 白太部分に 皮が"ち全体
ならば なった位でー見 アイがうすく アイが強〈 的にポロポロ
木 柄 して分らない 入った 入った になった
3.・中目・並 100 74 60 4.5 33 
(建'庭用} 100-48 80-40 67-25 45-16 
4...30・40c・-良質 100 63 47 33 18 
{遺作用) 100-33 71-26 71-18 26-9 
2..13・20c・ 100 85 70 57 39 
{パレット..画周} 100-50 8自-50 79-31 79-22 
2..10・16c・ 100 89 78 61 42 









































本 IQ は各市制油価械の‘It 品~ ;量むすんだもの
自 ^ -4・-30-40CII-良質・適作川
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4. 5 中園地方における流通の特徴 一山陰地方の視点からー
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建鍵着工木造建鐘 .詞用 建蝿周材 担割晶 板掴 揖割掴 換角.
床面積 床面讃鍋相λ荷量出荷量 出荷量 出荷量 出荷量 出荷量
(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) 
42-48年 1.000 .986 .919 .906 .919 -.599 .874 .942 
(1) 49・56年 1.000 .867 .803 .796 .800 .380 .825 .863 
42-56年 1.000 .797 .642 .630 .726 -.188 .842 .895 
42-48年 1.000 .958 .952 .968 -.527 .928 .自72
(2) 49・56年 1.000 .639 .倒4 .629 .261 .671 .680 
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林野庁(1957):林業実態調査報告書一九州地方の坑木幡結構造1.2 -. 1-208， 1-191 
林野庁(1961): r薪炭需要の減少に伴う林種転換とその方向Jに関する調査報告書一(資料
編1)薪民生産地の実態調査一， 167-275 
林野庁(1962): r薪炭需要の減少に伴う林種転換とその方向」に関する調査報告書ー(幽括
並に資料編2)ー， 3-38，24ト325
林野庁(1965):木材価格統計資料集(林業経済研究所研究報告 '63-9)，1-417 
林野庁(1970):木材価格統計費料集補足(林業経済研究所研究報告，69-7)， 1-267 
林野庁(1987):昭和61年度松林の健全化健遭調査(松材の利・活用の実態).ト62
林業経梼研究所(1961):島根県の農家林業(島家林業研究資料第7集)， 1-338 
木材資源利用合理化推進本部(1961):わが固における木材需要構造調査， 1-406 
轟林資調緯合対策協瞳会(1967): r薪民生車を主としていた地域の実態」に闘する調査報告
書， 104-226 
轟林資源趣合対策協融会(1968):林業経営と林業労働の対応曹関係に関する調査報告書，
50・52，203-288
ー1町ー
:ilbとカミき
木材市場調査を始めた当初よく調査に行った、滋賀・奈良・京都などの多くの木材市売
市場では、スギ・ヒノキが中心でマツ材などは土場の片隅に数えるほどしか並んでいなか
った。それでもマツ材を構造材に多用して家が建っている。もっとも、京阪神地域などの
都市部の住宅建築では、地マツの代わりに米マツを使っているから何の不思議もない。ま
た、地マツを使用する場合、それを供給する専門業者も存在していた.だから、木材市売
市場で扱われる材はスギ・ヒノキに限られる、という固定観念が形成されつつあった。
さらに、山をみれば、造林地ではやはりスギ・ヒノキであり、日本の林業はスギ・ヒノ
キであるという錯覚を起し、林業といえば、スギ・ヒノキ人工造林による育成林業をまず
イメージし‘天然林採取林業などは教科書の中か以前の姿であるという感覚すらもってい
た.従って、当時の筆者の体業というイメージを形づくっていたのは、このスギ・ヒノキ
であった.
ところが、山陰地方の木材市売市場で、まず驚いたととはマツ材の比率が非常に高いと
いうことである.そしてこのマツ材の市場占拠は、山陰地方に限らず、中園地方の多くの
市場で見られる現象であるというととを知った.それにしても何に使われるのだろうか、
よくもこれだけの量が継続的に集まるものだ、などと考えていた。
しかし、山陰地方の林業を知ってゆくにつれ、マツは最も端的に林業構造を特徴づける
ものであり、市場におけるマツ材の集中は当然結果されたものであると理解するに至った.
つまり山陰地方のような低人工林串の後進林業地帯では、低質広葉樹と混吏し成立してい
るマツが唯一用材化しうる樹種であり、その用途もスギ・ヒノキほどに洗練されたもので
はないが極めて広〈、活発な生産・流通活動が行われており、いわばマツを中心に林業が
動いている考えられるのである.一方、マツに関わってはマックイムシ被害の蔓延、樟業
の担い手に関わることでは人口流出と過疎、これらが林業構造に少なからぬ影響を与えて
いる.このような認識のもとにマツ材を中心に山陰地方の林業構造をまとめたものが本論
文である.
松江に住むようになって5年近くが過ぎ、その聞に新たな対象としての『マツ林業』を
艶分か研究したが、まだまだ不十分な点が多すぎる.従って論文というにはあまりにも貧
弱である o 5年聞の中間緯括としてみていただければ幸いである.
このような程度の論文であるにもかかわらず、大変多くの方のお世話になった.
まず京都大学島学部の半田良一教授には、学生時代以来お世話のかけ過しである.今回
も最初の論文構成から直接的に御指導と御助言をいただき、そして最後の段階では、第 1
~、第 2~原稿をご多忙の中にもかかわらず通観していただき、細部にわたって有効なコ
メントをいただいた.とくに最終段階では時聞がなくなり握乱をきたしていた筆者は、そ
のコメントのお陰でなんとかまとめることができた. 記して心より御礼申し上げます.
ただ半田教授の意に拍うようなものにまでリファインすることができなかったのは、筆者
の勉強不足によるもので、残された課題として後日を期させてほしい.
-1剖ー
また、島根大学農学部の北川泉教授と井口隆史助教授には、筆者がマツを対象とするこ
とについて直接的なアドバイスと‘事あるごとに何かと有効な御助言‘御指導をいただい
た.また筆者はここ半年あまり農軽教室や林業経済学研究室における義務を怠ったが、そ
れに対しでも寛容な態度で自由な時聞をつくっていただいた a 心より御礼申し上げます。
それから、問、島経教室の諸先生方自とくに教室研究会では、そこでのメインの鐘論と
は直接に関係しないマツ林業の話を持ち出したにもかかわらず、島業経済学の立場からい
ろいろと有効な御助言をいただいた。
さらに、研究面では多くの先生方にお世話になった園とくにマツの調査に関しては、村
尾行ー先生、宮前洋一先生である.お二人から直接的に、また調査結果たる報告書(何度
も引用させていただいた、林野庁報告書， 1987)から多くの事を学んだ。
調査の現場で、各原木市場、製材業、素材業、林家、森林組合、役場の方々には、貴重
な時聞を割いて応対していただき、林業の現実を生の言葉でお教えいただいたー
最後に島根大学農学部のわが林業経梼学研究室の大学院生・卒業生の皆さんにも大変お
世話になった。馬越尚史君、竹本尚史君には、以前にマツの調査を手伝っていただいた a
また、修士鵬程1年の畏沢尚志君、高橋保君の二人には、現地調査をはじめワープロの打
ち込みや図表づくりまで昼夜を問わず手伝っていただいた。とくに御礼申し上げたい。
1988年1月
伊藤勝久
-1曲ー
